
 

 

この「地域活性化プランナー 学び直し塾」は行政と市民が協働して共に治める地域

ガバナンス（統治）の確立のため、地域政策の立案向上を目指す「地域活性化プランナ

ー」として資格認定することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域主権一括法」が交付されて以来、地域の事は自ら決め、実行し、責任を取る地域自立の態勢づ

くりが緊急の課題となっています。そのことから「行政と市民が協働して共に治める地域」を目指し、

「地域活性化プランナー 学び直し塾」で色々な観点からカリキュラムが組まれています。その一環

として、現地視察研修があります。そこで「下田学区まちづくり協議会」が選ばれ視察対象になりま

した。 

下田まち協の活動報告をした後、それに対する色々な質問があり、下田まち協峰会長が現状と課題等

とこれからの「地域活性化プランナー」に期待したい旨感想を述べて閉会となりました。こうして「下

田学区まちづくり協議会」が現地視察の対象に選ばれたということは、下田まち協の活動がある程度

注目されているとの認識で、自信を持って進めて行って良いのではないでしょうか。 

谷広報担当から、下田ま

ち協の過去の活動報告を

行いました。 

受講者の方から、各種質

問がありました。 

峰会長から現状と課題

等を答えました。 

下田まち協峰会長か

ら挨拶と下田学区の

現状の説明がありま

した。 


